
昭
和
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日
受
領

（
質
問
の

一
七
）

答

弁

第

一

七

号

内
閣
衆
質
第
四
号

昭
和
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

吉

田

茂

衆

議

院

議

長

幣

原

喜

重

郞

殿

衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
銀
行
の
監
督
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

一



衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
銀
行
の
監
督
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

本
件
に
つ
い
て
は
、
実
情
調
査
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
調
査
の
上
追
つ
て
答
弁
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
。三



昭
和
二
十
五
年
二
月
十
八
日
受
領

（
質
問
の

一
七
）

答
弁
第
一
七
号
（
追
加
）

内
閣
衆
質
第
四
号

昭
和
二
十
五
年
二
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

吉

田

茂

衆

議

院

議

長

幣

原

喜

重

郞

殿

衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
銀
行
監
督
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

一



衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
銀
行
の
監
督
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
追
加
答
弁
書

本
件
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
左
の
通
り
回
答
す
る
。

一

質
問
の
（
イ
）
（
ロ
）
及
び
（
ハ
）
の
点
に
つ
い
て
は
、
損
失
の
償
却
方
法
そ
の
他
銀
行
の
採
つ
た
措
置
は
、
当
時
の

情
勢
よ
り
判
断
し
て
銀
行
の
信
用
機
関
た
る
性
質
に
か
ん
が
み
、
や
む
を
得
な
か
つ
た
点
も
あ
る
も
の
と
認
め
る
。

二

質
問
の
（
ニ
）
の
点
に
つ
い
て
は
、
銀
行
の
貸
付
が
特
定
の
数
人
に
特
に
偏
寄
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、

地
元
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
に
も
相
当
努
力
を
拂
つ
て
い
る
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

三

従
つ
て
特
段
の
行
政
措
置
の
必
要
を
認
め
な
い
が
、
一
般
銀
行
に
対
す
る
と
同
様
、
常
時
検
査
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

監
督
に
遺
憾
な
き
を
期
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

右
答
弁
す
る
。

三


